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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
所
蔵
す
る
古
筆
切
資
料
の
中
か
ら
、
紹
介
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
、
そ
の
図
版
を
資
料
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
（
図
版
は
一
括
し
て
末
尾
に
掲
げ
た
）
。
今
回
は
定
数
歌
・
歌
会
歌
を
書
写
内
容
と
す
る
古
筆
切
の
内
か
ら
『
堀
河
院

御
時
百
首
和
歌
』
を
書
写
内
容
と
す
る
二
葉
を
紹
介
す
る
。
本
項
目
の
分
類
と
し
て
は
、
複
数
の
参
加
者
が
確
認
ま
た
は
予
想
さ
れ
る
定

数
歌
や
個
人
詠
で
あ
っ
て
も
定
数
歌
的
な
構
成
要
素
を
有
す
る
比
較
的
規
模
の
大
き
い
詠
草
、
小
規
模
な
歌
会
や
そ
の
原
本
と
言
え
る
懐

紙
類
を
こ
ゝ
に
含
め
、
規
模
や
詠
作
動
機
な
ど
が
不
明
な
個
人
詠
は
「
私
家
集
・
詠
草
」
と
し
て
別
に
項
目
を
立
て
ゝ
扱
う
予
定
で
あ
る
。

本
稿
の
趣
旨
か
ら
は
図
版
と
そ
の
正
確
な
書
誌
的
情
報
を
記
せ
ば
充
分
で
あ
る
が

）
1
（

、
こ
の
度
も
私
に
拙
い
論
考
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
ゞ

い
た
。
見
及
ば
な
い
資
料
や
論
考
の
見
落
と
し
、
失
考
な
ど
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
広
く
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
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１
、
伝
源
三
位
頼
政
筆
六
半
切
（
堀
河
百
首
〔
十
四
人
本
〕
）

　

軸
装
の
一
葉
（
図
版
①
）
で
、
入
手
時
に
箱
な
ど
は
な
く
、
現
在
は
手
元
に
あ
っ
た
桐
箱
に
仮
に
収
め
て
い
る
。
極
札
等
は
附
属
し
な

い
。
表
具
は
大
和
装
（
本
紙
台
紙
貼
）
で
、
か
な
り
古
い
仕
立
て
ゞ
あ
る
（
少
な
く
と
も
第
二
次
大
戦
以
後
の
も
の
に
は
見
え
な
い
）
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
傷
み
が
激
し
い
の
で
正
確
な
見
立
て
は
困
難
で
あ
る
。
一
文
字
風
帯
で
、
一
文
字
及
び
風
帯
は
鳶
色
に
金
を
刷
い
た
菱

垣
紋
様
の
鞣
し
革
（
印
伝
か
）
、
中
廻
し
は
伊
藤
間
道
様
の
横
縞
に
白
緑
地
に
緑
の
松
菱
紋
と
二
種
の
金
糸
花
菱
紋
（
松
菱
紋
の
間
に
交
互

に
違
う
花
菱
紋
を
置
く
）
を
配
し
た
横
縞
、
そ
の
間
に
刈
安
地
に
金
糸
雷
紋
の
横
縞
二
本
と
雷
紋
横
縞
の
間
に
同
じ
刈
安
地
に
金
糸
七
宝

紋
の
横
縞
一
本
を
等
間
隔
で
配
す
る
間
道
、
上
下
は
千
歳
緑
地
に
大
牡
丹
唐
草
の
銀
襴
、
台
紙
に
は
白
絹
を
用
い
て
い
る
。
啄
木
・
軸
先

は
な
く
、
左
風
帯
も
三
分
の
二
程
度
を
残
し
て
千
切
れ
て
い
る

）
2
（

。
か
な
り
破
格
な
仕
様
で
あ
る
が
、
軸
と
し
て
は
落
ち
着
い
た
華
や
か
さ

が
感
じ
ら
れ
る
仕
立
て
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
趣
き
か
ら
す
れ
ば
武
家
好
み
の
一
軸
で
あ
ろ
う
。

　

本
紙
の
料
紙
は
斐
紙
（
一
六
・
〇
×
一
五
・
五
㎝
、
字
高
一
五
・
三
㎝
）
で
、
雲
母
引
き
か
と
見
ら
れ
る
光
沢
が
微
か
に
認
め
ら
れ
る
。

料
紙
全
体
に
巻
皺
が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
軸
装
に
よ
る
も
の
で
、
元
は
六
半
形
の
冊
子
本
と
推
定
さ
れ
る
。
和
歌
二
行
書
、
一
面
十
四
行

で
、
本
文
と
同
筆
の
墨
書
に
よ
る
異
本
注
記
や
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
訂
正
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
別
筆
で
は
あ
る
が
そ
れ
ほ
ど
時
期
を
隔
た

ら
な
い
と
さ
れ
る
（
後
掲
③
⑤
「
解
説
」
）
朱
書
に
よ
る
語
注
が
漢
字
・
片
仮
名
書
き
で
行
間
に
施
さ
れ
て
い
る
（
や
ゝ
装
飾
的
に
起
筆
し

て
終
筆
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
行
き
届
い
た
線
質
は
本
文
の
そ
れ
に
近
し
く
、
同
じ
仮
名
書
き
の
異
本
注
記
「
イ
」
と
同
文
字
を
比
較
し

て
み
て
も
、
こ
れ
を
確
実
に
別
筆
と
す
る
根
拠
は
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
）
。

　

本
切
は
『
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
』
（
以
下
、
『
堀
河
百
首
』
と
略
記
）
を
書
写
内
容
と
す
る
も
の
で
、
ツ
レ
は
現
在
の
と
こ
ろ
五
葉
が
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知
ら
れ
る
。
本
切
を
含
め
て
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
く
と
（
所
収
歌
番
号

）
3
（

の
若
い
順
に
丸
付
番
号
を
付
す
）
、

　
　

①
『
古
筆
切
集
浄
照
坊
蔵

）
4
（

』
一
〇
三
（
一
六
・
四
×
一
五
・
六
㎝
、
鑑
定
者
不
明
、
鶯
・
五
九
歌
／
六
一
～
六
四
）

　
　

② 
『
当
市
青
山
嵩
山
堂
氏
及
某
家
所
蔵
品
入
札

）
5
（

』
三
七
「
頼
政
歌
切
」
（
昭
和
四
年
三
月
・
大
阪
美
術
倶
楽
部
、
軸
装
、
寸
法
・
鑑
定

者
等
不
明
、
春
駒
・
一
八
〇
下
句
～
一
八
一
／
一
八
三
～
一
八
五
）

　
　

③ 

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
古
筆
手
鑑
『
披
香
殿

）
6
（

』
下

280
（
一
六
・
二
×
一
五
・
七
㎝
、
分
家
二
代
了
任
、
喚
子
鳥
・
二
一
三

～
二
一
四
／
二
一
六
～
二
一
八
）

　
　

④
本
切
（
一
六
・
〇
×
一
五
・
五
㎝
、
極
札
等
ナ
シ
、
苗
代
、
二
二
九
歌
／
二
三
一
～
二
三
四
）

　
　

⑤ 

『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
二
巻

）
7
（

・
図
版

148
（
『
布
留
鏡
』
第
三
巻
第
三
号
〔
昭
和
五
年
三
月
〕
所
載
切
、
寸
法
・
鑑
定
者
等
不
明
、

菫
菜
～
杜
若
・
二
五
三
歌
～
二
五
七
）

　
　

⑥
『
続
古
筆
の
楽
し
み

）
8
（

』
53
（
一
五
・
九
×
一
五
・
六
㎝
、
鑑
定
者
不
明
、
杜
若
～
藤
花
・
二
七
〇
～
二
七
四
）

と
な
る
。
確
認
さ
れ
る
六
葉
は
す
べ
て
春
二
十
首
に
属
し
て
お
り
、
分
割
開
始
時
点
で
既
に
巻
頭
近
く
し
か
残
ら
な
い
零
本
で
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
③
に
は
分
家
二
代
了
任
の
極
札
が
附
属
す
る
の
で
、
了
任
の
没
し
た
延
宝
二1674

年
二
月
六
日
以
前
に
は
断
簡
の
切
り

出
し
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
各
種
名
葉
集
類
の
「
頼
政
」
条
に
は
、
本
切
に
該
当
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
⑤
「
解
説
」
に
「
く
ね
く
ね
し
た
極
端
に
抑
揚
を
つ
け
る
奇
癖
の
書
風
は
、
十
四
世
紀
初
め
に
下
降
す
る
書

写
」
と
し
、
③
「
解
説
」
は
「
抑
揚
を
強
調
し
な
が
ら
豊
潤
な
筆
致
で
書
写
し
た
も
の
。
ま
た
、
『
人
』
『
仲
』
な
ど
の
筆
線
を
暢
び
や
か

に
運
筆
す
る
。
こ
れ
は
伝
藤
原
顕
輔
筆
『
鶉
切
』
な
ど
に
も
見
え
る
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
書
風
か
ら
、
こ
の
切
も
ほ
ぼ
同
時
代
、
鎌
倉
時

代
の
書
写
と
推
定
で
き
る
」
と
し
、
⑥
も
「
鎌
倉
後
期
の
書
写
」
と
す
る
。
こ
の
伝
頼
政
筆
切
は
、
仮
名
の
字
母
の
選
択
と
崩
し
方
が
特

徴
的
で
あ
り
、
総
じ
て
使
用
頻
度
の
あ
ま
り
多
く
な
い
字
母
の
使
用
が
目
立
ち
（
「
半
」
「
散
」
「
遅
」
「
故
」
「
裳
」
な
ど
）
、
そ
う
で
な
い
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も
の
で
も
比
較
的
崩
し
が
丁
寧
な
＝
字
母
に
近
し
い
こ
と
（
「
幾
」
「
起
」
「
能
」
「
美
」
な
ど
）
や
画
数
の
多
い
字
母
（
「
閑
」
「
新
」
「
数
」

「
所
」
「
盤
」
「
遍
」
「
梨
」
な
ど
）
が
多
く
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
字
は
や
ゝ
丸
み
を
帯
び
た
書
体
で
、

一
字
一
字
が
独
立
し
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
連
綿
も
稀
に
三
字
程
度
続
く
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
同
筆
で

は
な
い
が
伝
慶
運
筆
雁
金
切
や
伝
津
守
寿
暁
筆
四
半
切
（
古
今
集
）
な
ど
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
切
も
や
は
り
そ
れ
ら
と
同
じ
く

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
初
期
あ
た
り
の
書
写
と
見
て
お
い
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
⑤
「
解
説
」
で
は
、
「
片
仮
名
の
字
体
は
古
様
を

残
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由
で
「
鎌
倉
時
代
末
期
に
と
ど
ま
る
書
写
と
推
定
」
さ
れ
、
③
「
解
説
」
も
「
こ
の
片
仮
名
の
字
体
も
古
様
を

残
し
て
お
り
、
異
筆
で
は
あ
る
が
鎌
倉
時
代
末
期
の
注
記
」
と
す
る
が
、
こ
ゝ
に
見
る
片
仮
名
は
鎌
倉
初
期
以
前
の
古
体
か
ら
は
脱
し
た

書
体
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
鎌
倉
末
期
」
（
＝
南
北
朝
期
以
前
）
と
推
定
す
る
材
料
に
は
な
り
に
く
ゝ
、
本
文
の
書
写
か
ら
あ

ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
の
加
筆
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
と
ゞ
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
切
の
書
写
内
容
は
、
④
に
記
し
た
通
り
『
堀
河
百
首
』
春
二
十
首
の
「
苗
代
」
題
中
の
藤
原
顕
季
詠
の
和
歌
本
文
か
ら
藤
原
顕
仲
詠

ま
で
ゞ
あ
る
が
、
十
六
人
本
に
あ
る
源
顕
仲
詠
（
二
三
〇
）
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
①
に
は
永
縁
詠
（
六
〇
）

を
欠
い
て
お
り
、
②
③
も
本
切
（
④
）
と
同
様
に
源
顕
仲
詠
（
一
八
二
・
二
一
五
）
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
伝
頼
政
筆
切
は
十
四
人

本
の
系
統
に
立
つ
伝
本
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
堀
河
百
首
』
は
堀
河
院
歌
壇
内
で
俊
頼
を
中
心
と
し
た
近

習
グ
ル
ー
プ
の
私
的
な
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
が
、
や
が
て
公
的
な
催
し
と
し
て
整
備
さ
れ
、
有
力
歌
人
も
参
加
し
、
源
顕
仲

を
含
む
十
五
人
を
詠
進
者
と
し
て
企
画
さ
れ
る
が
、
源
顕
仲
の
詠
進
が
遅
れ
、
十
四
人
の
詠
作
に
て
堀
河
院
に
奏
覧
さ
れ
、
作
品
と
し
て

は
十
四
人
本
の
形
で
一
応
の
完
成
を
見
た
。
そ
の
後
、
遅
れ
て
詠
進
さ
れ
た
源
顕
仲
詠
、
奈
良
で
こ
の
企
画
を
聞
き
及
び
、
そ
れ
に
加
え

ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
詠
進
さ
れ
た
永
縁
詠
が
増
補
さ
れ
、
十
五
人
本
・
十
六
人
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
増
補
の
過
程
の
違

い
な
ど
に
よ
り
伝
本
の
系
統
は
複
雑
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
堀
河
百
首
』
の
伝
本
と
し
て
は
最
初
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に
成
立
し
た
十
四
人
本
系
統
が
最
も
流
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
堀
河
百
首
』
の
古
筆
切
と
し
て
は
最
も
残
存
数
の
多
い
伝
甘
露
寺
資
経
筆

中
井
切
も
十
四
人
本
系
統
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

）
9
（

。

　

で
は
、
本
切
は
そ
の
十
四
人
本
中
の
い
か
な
る
系
統
に
属
す
る
伝
本
の
断
簡
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の

研

究
本
文
研
究
篇

）
10
（

』
に
拠
っ
て
（
こ
れ
に
架
蔵
の
一
本

）
11
（

を
加
え
て
）
、
現
存
六
葉
の
異
同
の
様
態
を
確
か
め
て
お
き
た
い
（
各
伝
本
の
略
号
は
校

本
に
従
い
、
架
蔵
本
は｢

冰｣

と
略
記
す
る
）
。
先
ず
、
朱
書
入
を
除
く
本
文
及
び
異
本
注
記
を
対
象
と
し
て
校
異
を
記
し
て
お
く
と
（
他

本
と
の
異
同
は
校
本
底
本
と
対
象
切
と
の
異
同
部
分
を
中
心
に
記
し

）
12
（

、
ミ
セ
ケ
チ
は
当
該
部
分
右
に
棒
線
を
付
し
て
示
し
た
。
丸
数
字
の

下
の
算
用
数
字
は
行
数
を
示
す
が
、
数
字
に
直
接
す
る
の
は
底
本
本
文
〔
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
青
谿
書
屋
本
〕
で
あ
る
。
丸
付
数
字

の
上
に
付
し
た
記
号
は
、
◎
○
は
有
意
と
判
断
さ
れ
る
異
同
、
△
は
評
価
対
象
と
は
な
ら
な
い
異
同
、
▲
は
当
該
切
を
含
ま
な
い
異
同
の

内
で
注
意
を
要
す
る
異
同
を
示
す
）
、

　
　

▲
①
４
た
つ
ね
―
と
ひ
こ
（
山
）

　
　

▲
①
７
か
す
か
な
れ
―
か
す
か
な
ら
ね
（
所
志
）
・
かか

す
な
ら
ね
イ

す
か
れ
（
天
）
・
かか

す
か
な
り
と
も
イ

す
な
ら
す
（
清
中
）

　
　

▲
①
10
な
ら
ぬ
―
な
ら
ぬす

イ

（
天
）

　
　

○ 

②
１
なさ

るす

―
さな

る
イす

（
②
天
原
）
・
さな

する

（
小
）
・
さ
す
（
諸
）
・
さま

イ

す
（
清
）
・
な
る
（
殊
陽
巫
飯
野
初
所
井
康
九
村
）
・
なま

す
イる

（
伊
列

幽
冰
）
・
ま
す
（
治
刊
安
市
玄
）
〔
・
なさ

るす

（
東
内
太
）
〕

　
　

◎ 

②
６
し
た
く
さ
に
―
下
草
は
（
②
）
・
し
た
く
さ
にの

イ

（
清
）
・
・
も
も
く
さ
の
（
巫
島
）
も
も
く
さ
に
（
飯
）
・
しも

たも

く
さ
に
（
小
）

　
　

▲
②
10
け
た
―
き
た
（
久
）
・
け谷

たイ

（
飯
島
）
・
え
た
（
永
）
・
けえ

イ

た
（
初
）
・
岡け

た

（
列
東
昌
）
・
を
か
（
所
）
・
けを

か
イた

（
天
）

　
　

▲
②
10
あ
せ
み
―
あ
せ
ひ
（
巫
飯
伊
冰
）
・
あ
せ
ひみ

（
殊
島
）
・
あ
せ
ほ
（
原
）
・
あ
せ
（
永
）

　
　

△
②
10
さ
き
け
り
―
花
さ
く
（
②
冰
）
・
は
な
さ
く
（
諸
）
・
さ花

咲

く

イ

き
け
り
（
天
）
〔
・
さ
き
け
り
（
殊
久
）
〕
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▲
②
14
こ
ろ
―
な比
る
（
天
）

　
　

▲
③
１
中
に
―
ふ中

に

イ

け
は
（
天
）

　
　

△
③
９
な
に
ゝ
―

何
イ
カ
ニ

に
（
③
）
〔
・
ひ
と
り
（
葉
→
葉
は
二
一
四
下
句
と
二
一
六
下
句
が
入
れ
替
わ
る
）
〕

　
　

▲
③
14
さ
ま
た
け
―
たさ

イ

ま
た
け
（
天
）

　
　

◎
④
１
を
山
た
に
―
を
山
田
の
（
④
飯
）

　
　

▲
④
４
た
に
―
谷田

イ

（
山
）

　
　

◎
④
４
く
ち
―
かく

ち
イみ

（
④
）
・
か
み
（
島
）
・
くか

ちみ

（
山
）
・
もく

ち
イと

（
原
）

　
　

▲
④
８
は
る
そ
―
は
る
の
（
永
）
・
は
る
そも

イ

（
天
）

　
　

◎ 

④
８
も
か
す
な
る
―
も
か
し
け
る
（
④
山
片
康
天
雁
）
・
もを

イ

か
し
け
る
（
中
）
・
を
か
し
け
る
（
諸
）
・
も
か
し
け
り
（
永
葉
渋
村
行

京
）
・
もも

か

し

つ

る

イ

か
し
け
る
（
内
）
・
をは

か
し
つけ

る
イる

（
聚
）
・
もを

か

し

イ

り
し
け
る
（
太
）
・
を
か
し
けつ

るる

（
小
）
・
を
か
し
けつ

る
（
原
）
・
は
か
し
つ

る
（
志
所
）
・
を
か
し
つ
る
（
殊
陽
巫
飯
東
久
井
九
冰
）
・
はを

イ

か
し
つけ

イ

る
（
昌
）
・
そを

イ

か
し
け
る
（
群
）
・
を
か
し
つけ

イ

る
（
伊
）

　
　

▲
④
10
こ
そ
―
よこ

りそ

（
天
）

　
　

▲ 

④
10
あ
れ
た
―
あ
ら
た
（
葉
陽
巫
伊
列
野
幽
古
山
片
内
井
聚
九
玄
）
・
あ
ら
田
（
冰
）
・
あ
れら

イ

た
（
飯
）
・
あ
られ

イ

た
（
清
原
）
・
あ
さ

か
（
志
）
・
あ
さら

た
の
イか

（
昌
→
異
本
注
記
右
に
「
れ
た
の
イ
」
と
傍
書
）
・
あ
さ
る
（
所
）
・
あ
れ
（た

小
）
・
あ
れ
し
（
久
）

　
　

▲
④
11
み
つ
を
―
み
つ
も
（
片
）
・
み
つ
にを

イ

（
原
）

　
　

○
④
13
を
た
の
―
を
田
にの

（
④
）
・
を
た
に
（
群
）

　
　

△ 

⑤
１
あ
せ
―
あ
れ
（
⑤
諸
）
・
荒
（
冰
）
・
あ
れせ

（
昌
清
聚
）
・
あ
せれ

イ

（
玄
葉
〔
葉
は
初
句
「
はあ

せ

に

け

る

る
の
の
の
つ
は
な
」
に
異
本
注
記
〕
）

〔
・
あ
せ
（
永
梨
治
刊
光
市
小
伊
列
野
初
幽
古
山
片
中
）
〕
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▲
⑤
１
ゝ

（
の
）

に
―
ゝ
のに

イ

（
天
）

　
　

▲ 
⑤
７
さ
く
―
く
さ
（
梨
治
刊
市
所
志
島
康
）
・
くさ

く
イさ

（
彰
原
）
・
くつ

む
イさ

（
昌
）
・
つ
む
（
列
東
野
幽
山
古
井
太
）
・
つく

さ
イむ

（
清
）
・
つさ

むく

（
小
）

　
　

△
⑤
11
う
ら
や
ま
し
く
て
―
う
ら
や
ま
し
く
も
（
⑤
諸
冰
）
・
う
ら
や
ま
し
く
（
伊
）

　
　

◎ 

⑤
11
は
な
―
は
る
（
⑤
永
葉
殊
陽
巫
飯
片
玄
島
）
・
は
るな

イ

（
伊
）
・
春花

イ

（
冰
）
・
はは

る
イな

（
小
昌
清
渋
八
雁
行
京
）

　
　

△ 

⑤
14
さ
す
―
す
る
（
⑤
諸
冰
）
・
すき

ぬ
イる

（
昌
清
）
〔
・
さ
す
（
所
志
）
・
すみ

す
イる

（
天
→
第
五
句
「
きき

み

に

み

す

ら

ん

イ

ぬ
に
す
る
ら
ん
」
）
〕

　
　

▲
⑥
５
に
そ
―
は
に
（
巫
）
・
はに

そ
イに

（
飯
冰
）
・
○は

に
そ
（
小
）
・
にな

る
イそ

（
昌
清
）

　
　

▲ 

⑥
５
に
ほ
ふ
め
る
―
に
ほ
ふ
な
る
（
山
）
・
に
ほ
ふ
なめ

イ

る
（
康
聚
九
彰
）
・
に
ほ
ふ
か
な
（
列
）
・
に
ほ
ひ
け
る
（
井
）
・
に
ほ

ふひ

か

な

イ

め
る
（
昌
清
）

　
　

◎
⑥
８
辺
に
―
に
は
（
⑥
治
刊
光
安
市
山
九
天
）
・
にへ

イ

は
（
原
）
・
へに

は
イに

（
昌
清
）

　
　

△
⑥
９
公
―
公
實
（
⑥
諸
）
・
公
実
（
冰
）
・
実
（
東
）
〔
・
公
（
永
）
〕

　
　

▲
⑥
13
そ
こ
―
そ
ら
（
島
天
）
・
そそ

こ
イら

（
梨
治
刊
久
原
）
・
にそ

ら
イは

（
昌
清
）

　
　

△
⑥
14
く色

もカ

―
雲
（
⑥
冰
）
・
く
も
（
諸
）

　
　

◎
⑥
14
か
け
か
―
か
け
に
（
⑥
初
古
山
渋
）
・
か
け
にか

（
小
）
・
か
け
はか

（
彰
）
・
か
け
は
（
島
）

と
な
る
。
こ
の
内
、
③
９
の
傍
書
は
別
筆
で
後
書
き
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
評
価
の
対
象
外
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
校
本
中

「
諸
」
と
校
異
表
記
が
あ
る
も
の
も
、
底
本
の
独
自
異
文
か
そ
れ
に
類
す
る
も
の
な
の
で
、
同
様
に
対
象
外
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
を
除
外
し

た
上
で
対
象
と
な
る
九
箇
所
の
異
同
中
、
こ
の
伝
頼
政
筆
本
と
異
本
注
記
等
を
含
め
て
完
全
に
一
致
す
る
箇
所
を
最
も
多
く
持
つ
の
は
、

三
箇
所
で
一
致
す
る
神
宮
文
庫
蔵
伝
山
科
言
経
筆
本
（
山
）
と
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
天
文
二
十
二
年
書
写
本
（
天
）
で
あ
り
、
二
箇
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所
で
一
致
す
る
飯
田
市
立
図
書
館
蔵
本
（
飯
）
と
片
桐
洋
一
氏
所
蔵
本
（
片
）
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
こ
れ
に
伝
頼
政
筆
本
の
本
文
に
何
ら
か

の
形
で
一
致
す
る
（
異
本
注
記
等
）
も
の
ま
で
（
②
１
は
「
な
る
」
「
さ
す
」
両
方
を
含
む
も
の
ゝ
み
を
計
上
）
を
含
め
て
、
二
箇
所
以
上

一
致
す
る
も
の
を
掲
げ
る
と
（
括
弧
内
は
不
完
全
一
致
数
）
、

　
　

 

山
４
（
１
）
・
天
３
・
小
３
（
３
）
・
飯
２
・
片
２
・
雁
２
（
１
）
・
島
２
（
１
）
・
渋
２
（
１
）
・
内
２
（
２
）
・
昌
２
（
２
）
・
清
２

（
２
）

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
る
。
ど
こ
ま
で
を
有
意
の
数
値
と
見
做
す
か
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
完
全
一
致
箇
所
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い

大
宰
府
天
満
宮
小
鳥
居
家
本
（
小
）
や
内
閣
文
庫
蔵
題
末
付
注
本
（
内
）
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
入
江
昌
喜
校
正
本
（
昌
）
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
清

水
浜
臣
校
正
本
（
清
）
な
ど
は
除
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
完
全
一
致
箇
所
が
二
箇
所
以
上
の
四
本
に
、
初
雁
文
庫
蔵
伝
正

広
筆
本
（
雁
）
・
島
原
市
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
十
五
人
本
（
島
）
・
渋
谷
虎
雄
氏
所
蔵
本
（
渋
）
を
加
え
て
考
察
す
る
と
、
伝
山
科
言
経
本

と
片
桐
本
は
十
四
人
本
中
の｢

系
統
の
は
っ
き
り
し
な
い
伝
本｣

に
分
類
さ
れ
る
も
の
ゝ
、
と
も
に
「
奏
覧
本
系
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
」

伝
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
奏
覧
本
系
は
校
本
底
本
の
青
谿
書
屋
本
と
永
青
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
親
筆
本
の
み
）
。
飯
田
本
は
題
末

付
注
本
（
十
四
人
本
）
に
属
し
、
同
系
統
の
陽
明
文
庫
藏
有
注
本
（
陽
）
や
神
宮
文
庫
蔵
御
巫
家
本
（
巫
）
に
「
多
く
の
点
で
一
致
」
す

る
伝
本
と
さ
れ
る
。
島
原
松
平
文
庫
十
五
人
本
は
源
顕
仲
を
除
く
十
五
人
本
の
系
統
に
属
す
る
が
、
本
文
は
陽
明
文
庫
本
・
日
大
天
文

二
十
二
年
本
と
「
合
致
す
る
箇
所
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
本
の
合
成
本
と
推
定
さ
れ
」
て
い
る
。
そ
の
日
大
天
文
二
十
二
年
本
は
、
本

文
的
に
は
十
六
人
本
の
群
書
類
従
本
系
に
分
類
さ
れ
る
が
、
歌
序
の
混
乱
の
一
致
か
ら
同
じ
く
十
六
人
本
の
「
増
補
造
成
本
に
も
近
い
伝

本
」
と
さ
れ
る
。
渋
谷
虎
雄
氏
所
蔵
本
は
十
六
人
本
中
の
書
入
本
系
に
属
し
、
渋
谷
氏
自
身
に
よ
っ
て
そ
の
親
本
は｢

南
北
朝
長
慶
天
皇

頃｣

に
遡
る
も
の
と
さ
れ
、
「
他
の
書
入
本
の
い
ず
れ
と
も
類
似
点
を
持
つ
代
表
的
伝
本
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
初
雁
文
庫
蔵
正
広
筆
本

も
十
六
人
本
の
書
入
本
系
に
分
類
さ
れ
、
集
付
・
書
入
・
奥
書
等
を
持
た
な
い
も
の
ゝ
、
「
他
の
書
入
本
系
の
本
文
と
共
通
点
が
多
く
、
書
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入
れ
の
な
い
以
外
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
系
統
の
伝
本
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。
度
々
登
場
す
る
陽
明
文
庫
本
は
日
本

大
学
総
合
図
書
館
蔵
曼
殊
院
本
（
殊
）
と
「
極
め
て
近
似
の
本
文
で
あ
り
、
兄
弟
関
係
の
本
か
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
伝
頼
政
筆

本
と
の
異
同
と
い
う
点
で
は
、
と
も
に
完
全
一
致
箇
所
は
一
箇
所
に
と
ゞ
ま
る
。
但
し
、
上
記
の
諸
伝
本
も
▲
を
付
し
た
箇
所
（
特
に
山

天
飯
片
と
の
異
同
を
重
視
し
て
掲
出
し
た
）
で
は
こ
の
伝
頼
政
筆
本
と
は
一
致
し
な
い
異
同
を
多
く
有
し
て
お
り
、
近
縁
関
係
に
あ
る
伝

本
と
は
見
做
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
伝
頼
政
筆
本
の
本
文
系
統
は
、
「
其
の
他
の
十
四
人
本
」
と
し
て
一
括

さ
れ
る
「
系
統
の
は
っ
き
り
し
な
い
伝
本
」
の
内
に
分
類
し
て
お
く
ほ
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
伝
頼
政
筆
本
『
堀
河
百
首
』
は
、
行
間
に
古
注
を
片
仮
名
書
き
す
る
そ
の
形
態
か
ら
は
、
十
四
人
本
で
あ
る
に
も
か
ゝ

わ
ら
ず
書
入
本
系
統
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
朱
筆
書
入
が
あ
る
の
は
（
丸
付
数
字
の
下
の
漢
数
字
は
歌
番
号
）
、

　
　

②
一
八
一
〔
行
間
〕
（
判
読
不
能
）
顕
仲
〈
一
八
二
源
顕
仲
歌
を
書
き
入
れ
る
か
〉

　
　

②
一
八
三
〔
頭
注
〕
判
読
不
能
〔
行
間
〕
（
判
読
不
能
）
キ
甲
斐
□
ア
リ

　
　

②
一
八
四
〔
頭
注
〕
判
読
不
能
〔
行
間
〕
万
葉　

□
酔
花
（
以
下
判
読
不
能
）

　
　

③ 

二
一
三
〔
頭
注
〕
万
葉
ニ
／
コ
ト
シ
ニ
ハ
／
ヲ
ハ
セ
ノ
ヤ
マ
／
ノ
イ
ハ
キ
ニ
モ
／
ト
ヨ
メ
リ
／
耳
無
山
／
万
葉
ニ
ヨ
メ
リ　

哥
枕

ニ
大
和
國
ニ
ア
リ　
〔
行
間
〕
ツ
ネ
ヨ
リ
モ
ヲ
ハ
セ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヨ
フ
コ
ト
リ
／
コ
ヱ
ム
ツ
マ
シ
ク
キ
コ
ユ
ナ
ル
カ
ナ

　
　

③
二
一
六
〔
頭
注
〕
陸
奥

　
　

③
二
一
七
〔
頭
注
〕
近
江

　
　

④
二
三
一
〔
行
間
〕
五
十
串
也　

五
百
代
十
田
也

　
　

④
二
三
二
〔
行
間
〕
ム
ロ
ノ
ヲ
シ
ネ
ト
ハ
ハ
ヤ
ワ
セ
ノ
ナ
カ
ノ
ヲ
ソ
イ
ネ
ヲ
／
イ
フ
カ

　
　

⑤
二
五
七
〔
題
下
〕
万
葉
カ
キ
ツ
ハ
タ
キ
ヌ
ニ
ス
リ
／
ツ
ケ
マ
ス
ラ
ヲ
ノ
キ
／
ソ
ヒ
カ
リ
ス
ル
ツ
キ
ハ
キ
ニ
／
ケ
リ
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以
上
の
九
首
で
、
一
八
一
・
二
一
三
・
二
一
六
・
二
一
七
は
書
入
本
に
加
注
は
見
え
ず
、
ほ
か
は
書
入
本

）
13
（

に
は
、

　
　

一
八
三　

ヲ
カ
サ
ハ
ラ
ノ
御
牧
甲
斐
ニ
ア
リ

　
　

一
八
四　

 
ケ
タ
ト
ハ
ナ
ハ
ト
云
事
也
或
云
東
俗
ノ
詞
ニ
カ
タ
ハ
ラ
ノ
ケ
タ
ト
云
也
又
交
殿
ニ
ハ
ケ
タ
ア
ル
事
ナ
カ
レ
ト
云
本
文
ナ
リ

万
云
馬
醉
花
ト
云
テ
ア
セ
ミ
ト
モ
ツ
ヽ
シ
ト
モ
ヨ
ム
也
又
ツ
ヽ
シ
髪
シ
テ
ア
セ
ミ
ト
ナ
ル
ト
云
躑
躅
ト
誤
斗
ハ
馬
人
使
ス

レ
ハ
臥
マ
ロ
フ
躑
躅
ハ
コ
シ
マ
ロ
フ
ト
ヨ
ム
也
タ
チ
モ
ト
ラ
ル
モ
ト
ヨ
ム
也
本
ノ
壺
テ
食
ス
レ
ハ
タ
チ
モ
ト
ウ
ル
也

　
　

二
三
一　

五
十
串　

五
百
代　

小
田
也

　
　

二
三
二　

室
ノ
ヲ
シ
ネ
ト
ハ
苗
代
マ
ツ
ル
ト
キ
物
ヲ
イ
ハ
ヌ
也
ト
云
々
又
云
ム
ロ
ハ
紀
伊
国
ノ
名
所
也

　
　

二
五
七　

万
カ
キ
ツ
ハ
タ
キ
ヌ
ニ
ス
リ
マ
ス
ラ
ヲ
ノ
ナ
ソ
ヒ
カ
リ
ヌ
月
ハ
キ
ニ
ケ
リ

と
い
っ
た
加
注
が
見
ら
れ
る
。
②
一
八
一
行
間
書
入
は
殆
ど
判
読
不
能
で
あ
る
が
、
辛
う
じ
て
読
み
得
る
カ
ナ
の
位
置
な
ど
を
考
慮
す
れ

ば
一
八
二
源
顕
仲
歌
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
一
八
二
に
書
入
本
の
加
注
は
な
い
）
。
②
一
八
三
行
間
注
も
読
み
得
る
限
り
で

は
、
ほ
ゞ
同
文
の
注
が
付
さ
れ
て
い
と
思
わ
れ
る
。
②
一
八
四
行
間
注
は
「
□
酔
花
」
下
に
二
行
が
割
書
さ
れ
る
ほ
か
、
上
句
の
左
右
に

一
行
ず
つ
注
文
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
書
入
本
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
長
文
の
加
注
と
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
二
三
一

は
ほ
ゞ
同
文
で
あ
る
が
、
④
「
十
田
」
は
「
小
田
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
二
三
二
は
同
一
箇
所
の
語
注
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
内
容

を
異
に
す
る
。
二
五
七
は
同
じ
く
『
万
葉
集
』
巻
第
十
七
の
大
朝
家
持
歌
「
加カ

吉キ

都ツ

播ハ

多タ　

衣キ

ヌ

ニ

ス

リ

ツ

ケ

尓
須
里
都
気　

麻マ

須ス

良ラ

雄ヲ

乃ノ　

服キ

ソ

ヒ

カ

リ

ス

ル

曽
比

須
流　

月ツ

キ

ハ

キ

ニ

ケ

リ

者
伎
尓
家
里
」
（
三
九
四
三
）
を
引
用
す
る
が
、
伝
頼
政
筆
本
の
方
が
正
確
で
あ
る
。

　

二
三
二
に
つ
い
て
は
、
細
川
幽
斎
の
施
注
と
さ
れ
る
『
堀
川
百
首
肝
要
抄
』
に
、

　
　

 

此
歌
顕
昭
自
筆
の
本
に
云
む
ろ
の
を
し
ね
と
云
事
不
審
也
む
ろ
は
早
稲
也
然
は
む
ろ
の
は
や
た
と
も
よ
み
む
ろ
の
は
や
わ
せ
と
も
よ

み
ま
た
お
く
て
の
ひ
た
に
驚
き
て
む
ろ
の
か
り
た
に
し
き
た
つ
な
と
こ
そ
よ
み
た
れ
し
か
る
を
ゝ
し
ね
は
晩
稲
也
む
ろ
の
を
し
ね
と
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つ
ゝ
け
ん
事
如
何
若
紀
伊
国
の
む
ろ
郡
の
を
し
ね
と
よ
め
る
歟
た
な
ゐ
は
種
を
ひ
た
し
て
を
く
井
也
そ
れ
を
た
な
他

（
マ
マ
）と

も
云
也
其
た

ね
を
つ
け
て
を
く
を
種
か
す
と
云
也
又
た
ね
こ
す
と
も
云
也
そ
れ
は
垣
の
う
へ
よ
り
た
ね
を
ま
き
入
る
を
は
た
ね
こ
す
と
申
と
か
や

是
ま
て
は
顕
昭
也
（
以
下
略
）

と
引
用
さ
れ
る
顕
昭
注
（
『
堀
川
院
百
首
和
歌
鈔
四
季
』
に
は
「
逍
遊
抄
」
と
し
て
「
又
た
ね
こ
す
と
も
」
以
下
を
省
略
し
て
引
用
）
は
『
散

木
集
註

）
14
（

』
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
わ
が
門
の
お
く
て
の
ひ
た
に
お
ど
ろ
き
て
む
ろ
の
か
り
田
に
し
ぎ
ぞ
た
つ
な
る
」
（
千
載
集
・
秋
下
・

源
兼
昌
・
三
二
七
）
や
「
き
の
く
に
の
む
ろ
の
は
や
わ
せ
い
で
ず
と
も
し
め
を
ば
は
へ
よ
も
る
と
し
る
が
ね
」
（
古
今
六
帖
・
第
五
・
し

め
・
二
六
〇
八
、
新
撰
和
歌
二
一
四
〔
初
句
「
津
の
国
の
」
・
第
三
～
五
句
「
ひ
て
ず
と
も
つ
な
を
ば
や
は
く
も
る
と
し
る
べ
く
」
〕
）
な
ど

を
引
き
つ
ゝ
も
、
従
前
の
和
歌
的
表
現
・
知
識
に
固
執
し
て
、
「
む
ろ
の
を
し
ね
」
の
「
不
審
」
を
解
消
す
る
方
向
に
は
行
か
な
い
よ
う
で

あ
る

）
15
（

。
『
陽
明
文
庫
古
注
』
に
は
、
「
室
の
を
し
ね
と
は
苗
代
祭
時
は
物
を
い
は
ぬ
な
り
」
と
あ
り
、
『
堀
河
院
百
首
聞
書
』
は
こ
れ
を
受
け

て
「
む
ろ
の
を
し
ね
と
は
な
は
し
ろ
ま
つ
る
時
は
物
を
い
は
ぬ
也
と
云
説
あ
れ
と
も
い
か
ゝ
と
お
ほ
え
侍
り
む
ろ
は
紀
伊
国
の
名
所
い
ね

の
は
や
き
所
と
い
へ
り
た
ね
か
す
事
さ
き
に
し
る
し
侍
ぬ
」
と
注
す
る
。
書
入
本
は
ほ
ゞ
こ
れ
ら
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
よ

う
。
一
方
で
、
④
注
文
は
こ
れ
を
「
早
稲
の
中
の
遅
稲
」
と
解
し
て
お
り
、
「
む
ろ
の
は
や
わ
せ
」
と
い
う
前
提
の
中
で
、
そ
の
中
に
混

じ
っ
て
し
ま
っ
た
「
を
し
ね
」
を
残
し
て
「
は
や
わ
せ
」
を
収
穫
し
、
改
め
て
「
を
し
ね
」
を
刈
り
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
去
年

の
秋
の
二
度
手
間
を
思
い
出
し
て
、
今
年
の
春
は
同
じ
過
ち
を
避
け
よ
う
と
い
う
意
に
解
し
て
い
る

）
16
（

。
い
か
に
も
俊
頼
ら
し
い
ひ
ね
っ
た

表
現
で
あ
り
、
こ
れ
を
論
理
的
に
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
す
る
方
向
で
注
し
て
お
り
、
他
の
注
文
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
『
陽
明
文
庫
古
注
』

や
書
入
本
と
は
ま
っ
た
く
別
系
統
の
加
注
本
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
小
田
」
を
「
十
田
」
（
④
）
と
誤
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
こ
の
伝
頼
政
筆
本
の
少
な
く
と
も
加
注
部
分
は
、
親
本
に
当
た
る
加
注
本

か
ら
の
転
写
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
源
顕
仲
歌
の
書
入
か
ら
は
、
源
顕
仲
歌
を
含
む
十
五
人
本
や
十
六
人
本
と
の
接
触
（
同
歌
は
勅
撰
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集
や
現
存
の
私
撰
集
に
は
未
収
載
）
も
疑
わ
れ
る
（
③
④
に
同
様
の
書
入
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
や
ゝ
不
審
で
あ
る
が
）
。
本
切
の
ツ
レ
の

残
存
状
況
か
ら
は
、
十
四
人
本
中
の
「
長
歌
最
末
本
」
に
属
す
る
可
能
性
も
否
定
し
得
な
い
が
、
本
文
の
異
同
状
況
か
ら
は
そ
の
可
能
性

は
低
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
書
入
本
系
統
と
の
直
接
の
関
係
も
薄
そ
う
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
有
注
十
四
人
本
（
書
入
本
系

十
四
人
本
）
と
し
て
独
立
し
た
系
統
を
立
て
ゝ
お
く
し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
『
堀
河
百
首
』
を
書
写
し
た
古
筆
切
と
し
て
は
伝
北
条
時
頼

筆
片
仮
名
本
切
・
伝
後
京
極
良
経
筆
四
半
切
・
伝
甘
露
寺
資
経
筆
四
半
切
な
ど
が
本
切
よ
り
も
古
く
、
完
本
と
し
て
も
正
応
三1290

年
九

月
七
日
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
神
宮
文
庫
蔵
三
条
家
本
（
長
歌
最
末
本
）
が
本
切
に
先
行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
加
注
（
書
入
）
本
と

し
て
は
最
古
と
言
え
る
伝
本
の
面
影
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
更
な
る
ツ
レ
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。

　
　

を
山
田
の
た
ね
ま
き
す
て
ゝ
な
は
し
ろ
の

　
　

み
つ
の
心
に
ま
か
せ
つ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
実

　
　

谷五
十
串
也
五
百
代
十
田
也（
朱
）

水
を
せ
く
み
な
かく

ち
イみ

に
い
く
し
た
て

　
　

い
ほ
し
ろ
を
た
の
た
ね
ま
き
て
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
頼

　
　

秋ム
ロ
ノ
ヲ
シ
ネ
ト
ハ
ハ
ヤ
ワ
セ
ノ
ナ
カ
ノ
ヲ
ソ
イ
ネ
ヲ
／
イ
フ
カ
（
朱
）

か
り
し
む
ろ
の
を
し
ね
を
思
ひ
い
て
ゝ

　
　

は
る
そ
た
な
ゐ
に
た
ね
も
か
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
時

　
　

今
日
こ
そ
は
あ
れ
た
の
澤
に
ね
せ
り
つ
め
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苗
代
水
を
ま
か
せ
か
て
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
仲

　
　

し
め
は
ふ
る
や
ま
た
の
を
田

〻にの

な
は
し
ろ
に

　
　

ゆ
き
け
の
水
を
ひ
き
そ
か
け
つ
る

　
　
　
　

２
、
伝
津
守
国
夏
筆
四
半
切
（
堀
河
百
首
〔
十
五
人
本
〕
）

　

未
装
の
断
簡
（
図
版
②
）
で
、
付
属
す
る
極
札
（
薄
茶
色
洋
紙
、
一
二
・
〇
×
二
・
〇
㎝
）
に
は
、

　
　

津
守
國
夏
朝
臣
あ
る
か
う
へ
に

〔
藤
隆
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
（
裏
面
は
白
紙
）
、
藤
井
隆
氏
の
極
め
と
知
ら
れ
る
。
氏
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
の
か
、
鑑
定
書
き
を
頼
ま
れ
た
も
の
な
の
か
は
定
か

で
は
な
い

）
17
（

が
、
既
に
研
究
者
の
目
に
触
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
一
葉
で
あ
る
。
但
し
、
管
見
で
は
未
紹
介
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
ゝ
に

紹
介
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
切
裏
に
は
右
上
に
「
國
夏
」
、
一
行
左
に
二
㎝
程
度
離
し
て
「
堀
河
百
首
」
と
墨
書
（
「
堀
河
百
首
」
の
右
横
に

「
堀
河
百
首
」
の
文
字
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
）
。
付
属
の
小
札
（
黄
緑
色
洋
紙
、
三
・
八
×
二
・
九
㎝
）
に
は
「
四
半
切
灰
色
／
色
紙
（
割

書
）
／
堀
河
百
首
／
橘
」
と
小
筆
か
筆
ペ
ン
に
て
墨
書
す
る
。

　

料
紙
は
楮
紙
、
灰
緑
色
染
紙
で
漉
き
返
し
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
漉
き
目
の
粗
さ
が
認
め
ら
れ
る

）
18
（

。
寸
法
は
二
二
・
二
×
一
四
・
七
㎝

（
字
高
二
〇
・
二
㎝
）
。
師
時
歌
の
上
（
八
行
目
）
に
は
墨
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
二
行
書
一
面
十
二
行
で
、
元
は
四
半
形
の
冊
子
本

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
右
辺
に
は
綴
じ
穴
痕
と
見
ら
れ
る
凹
み
が
数
カ
所
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
切
は
丁
の
オ
モ
テ
に
あ
た
る
）
。

　

本
切
は
、
前
項
と
同
じ
く
『
堀
河
百
首
』
を
書
写
内
容
と
す
る
も
の
で
、
ツ
レ
は
現
在
の
と
こ
ろ
四
葉
が
知
ら
れ
る
。
本
切
を
含
め
て
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概
要
を
記
し
て
お
く
と
（
所
収
歌
番
号
の
若
い
順
に
丸
付
番
号
を
付
す
）
、

　
　

①
兼
築
信
行
氏
蔵
『
堀
河
百
首
』
断
簡

）
19
（

（
二
二
・
一
×
六
・
八
、
六
行
、
七
代
了
延
、
藤
・
二
八
七
～
二
八
九
）

　
　

② 

三
井
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
『
筆
林

）
20
（

』
表
50
（
二
一
・
七
×
一
四
・
四
、
十
二
行
、
初
代
了
佐
、
三
月
尽
～
更
衣
・
三
二
〇
～
三
二
三

〔
三
二
二
上
に
集
付
「
千
」
〕
）

　
　

③
本
切
（
二
二
・
二
×
一
四
・
七
、
十
二
行
、
藤
井
隆
、
廬
橘
・
四
五
五
～
四
五
八
〔
四
五
七
上
に
墨
点
〕
）

　
　

④ 

『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
三
集

）
21
（

・
一
〇
七
（
二
二
・
二
×
一
四
・
八
、
十
二
行
、
鑑
定
者
等
不
明
、
氷
室
・
五
二
三
／

五
二
五
～
五
二
七
）

　
　

⑤
『
古
筆
の
楽
し
み

）
22
（

』
45
（
二
二
・
三
×
一
四
・
二
、
十
二
行
、
鑑
定
者
等
不
明
、
泉
・
五
三
二
／
五
三
四
／
五
三
三
／
五
三
五
）

と
な
る
。
料
紙
は
す
べ
て
灰
緑
色
楮
紙
で
、
六
行
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
①
を
除
き
、
寸
法
に
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
隔
た

り
は
な
い
。
現
存
す
る
五
葉
は
春
二
十
首
（
藤
・
春
十
八
題
目
）
か
ら
夏
十
五
首
（
泉
・
夏
十
四
題
目
）
に
属
し
て
お
り
、
分
割
開
始
時

点
で
既
に
春
部
後
半
か
ら
夏
部
あ
た
り
し
か
残
ら
な
い
零
本
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
②
に
付
さ
れ
た
古
筆
家
初
代
了
佐
の
極
札
に

よ
り
、
江
戸
初
期
に
は
分
割
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
特
異
な
料
紙
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
注
目
を
集
め
た
様
子
は
窺
え

ず
、
各
種
名
葉
集
類
の
「
国
夏
」
条
に
も
本
切
に
該
当
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。
②
「
解
説
」
に
拠
る
と
、
付
属
目
録
に
は
「
長
尾

切
」
と
あ
る
由

）
23
（

で
あ
る
。
長
尾
切
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
古
筆
切
目
安

）
24
（

』
「
国
夏
」
条
に
は
「
漢
紙
地　

四
半　

集
続
後
撰　

紙
五
色　

鳥

樹
人
形
屋
体
下
絵
」
と
見
え
、
『
古
筆
切
名
物

）
25
（

』
「
國
夏
」
条
に
も
「
四
半　

漢
帋
地　
四
半
樹
鳥
人
形
屋
下
絵
紙
五
色
」
と
あ
る
名
物
切
で
、
『
続

後
撰
和
歌
集
』
を
書
写
内
容
と
す
る
様
々
な
模
様
の
唐
紙
を
用
い
た
切
で
あ
る
が
、「
紙
五
色
」
と
あ
る
記
述
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
切
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
②
④
⑤
が
「
鎌
倉
時
代
後
期
」
で
一
致
（
①
は
言
及
な
し
）
し
て
お
り
、
細
筆
で
や
ゝ
速
筆
気
味
に
書

写
さ
れ
た
小
粒
な
文
字
の
連
続
は
、
正
し
く
鎌
倉
後
期
の
書
風
と
見
て
誤
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
伝
称
筆
者
の
津
守
国
夏
は
正
応
元1288
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年
～
文
和
二
〔
正
平
八
〕1352

年
五
月
十
一
日
没
（
六
十
五
歳
）
、
父
国
冬
と
同
じ
く
後
宇
多
院
上
北
面
と
し
て
祗
候
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る

）
25
（

が
、
真
跡
は
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
古
筆
切
の
伝
称
筆
者
と
し
て
は
、
同
じ
津
守
家
の
国
助
（
国
祐
）
・
国
冬
・
国
夏
の
あ
い
だ

に
屡
々
混
乱
が
見
ら
れ
る

）
27
（

が
、
こ
の
堀
河
百
首
切
に
つ
い
て
は
「
国
夏
」
で
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
④
⑤
の
鑑
定
理
由
は
不
明
）
。

　

本
切
の
書
写
内
容
は
、
既
述
し
た
通
り
『
堀
河
百
首
』
夏
十
五
首
の
「
廬
橘
」
題
中
の
藤
原
仲
実
詠
か
ら
藤
原
顕
仲
詠
（
四
五
五
～

四
五
八
）
で
あ
り
、
歌
序
等
に
混
乱
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ツ
レ
を
見
て
み
る
と
、
④
の
五
二
三
基
俊
歌
と
五
二
五
隆
源
歌
の
間
に
十
六
人

本
に
あ
る
五
二
四
永
縁
歌
が
な
く
、
⑤
は
通
行
本
文
と
歌
序
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
が
、
五
三
四
源
顕
仲
歌
が
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
伝
津
守
国
夏
筆
堀
河
百
首
は
「
永
縁
を
除
く
十
五
人
本
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
系
統
は
『
堀
河
百
首
』
の
伝
本
系
統
中
、

極
め
て
特
異
な
伝
本
で
あ
り
、
現
在
、
南
北
朝
初
期
書
写
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
蔵
十
五
人
本
の
一
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
、

同
本
は
「
恋
部
ま
で
で
雑
部
を
欠
き
、
錯
簡
や
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
こ
の
錯
簡
は
単
な
る
綴
じ
誤
り
で
、
綴
じ
を
改
め

れ
ば
正
常
の
姿
に
復
元
で
き
る
」
も
の
で
あ
る
が
、
九
箇
所
に
及
ぶ
歌
順
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
、
更
に
公
実
歌
十
六
首
・
師
頼
歌
一
首
・

俊
頼
歌
一
首
の
十
八
首
の
異
伝
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
異
伝
歌
に
つ
い
て
は
、
現
存
五
葉
中
に
対
象
歌
が
含
ま
れ
な
い
の
で
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
歌
序
の
異
同
に
つ
い
て
は
「
源
顕
仲
歌
の
位
置
の
違
い
が
混
乱
の
因
と
な
っ
て
」
お
り
、
⑤
の
歌
序
の
乱
れ
は
こ
れ
に
該
当

す
る
（
但
し
、
穂
久
邇
文
庫
本
は
同
箇
所
に
混
乱
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
箇
所
に
歌
序
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
五
三
五
／
五
三
四
の

順
を
と
る
彰
考
館
蔵
本
の
み
で
あ
る
が
、
五
三
四
／
五
三
三
と
す
る
⑤
と
は
一
致
し
な
い
）
。
更
に
穂
久
邇
文
庫
本
に
は
数
カ
所
の
欠
脱
が

認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
五
葉
と
は
重
な
ら
な
い
箇
所
で
あ
る

）
28
（

。
以
上
か
ら
は
、
こ
の
伝
津
守
国
夏
筆
本
は
僅
か
一
箇
所
で
は
あ
る
が

穂
久
邇
文
庫
の
歌
序
の
混
乱
と
は
別
の
箇
所
に
同
様
の
混
乱
を
持
つ
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
十
五
人
本
は
十
四
人
本

に
源
顕
仲
歌
か
永
縁
歌
を
書
き
入
れ
る
こ
と
で
成
立
し
た
伝
本
で
あ
る
以
上
、
そ
の
元
と
な
っ
た
十
四
人
本
を
含
め
て
そ
の
伝
本
系
統
を

確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
伝
源
三
位
頼
政
筆
六
半
切
で
行
っ
た
よ
う
に
、
本
切
を
含
む
五
葉
の
本
文
異
同
の
様
態
を
確
認
し
て
お
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く
と
（
歌
序
の
異
同
に
つ
い
て
は
除
外
し
、
記
載
方
法
等
は
前
項
に
同
じ
）
、

　
　

▲
①
３
に
ほ
ひ
―
に
ほ
ふひ

イ

（
久
）
・
に
ほ
は
（
山
）

　
　

▲
①
３
ま
し
け
る
―
まま

し

け

る

イ

さ
れ
る
（
彰
）

　
　

▲
①
５
む
ら
さ
き
に
―
む
ら
さ
き
の
（
彰
）
・
む
ら
さ
き
にの

（
太
天
）

　
　

▲
①
５
そ
め
し
―
そ
む
る
（
彰
天
）
・
そ
むめ

し
イる

（
原
）

　
　

▲
②
２
ち
り
し
も
―
ち
り
し
くも

（
葉
）

　
　

▲
②
２
か
く
―
か
ひく

イ

（
久
）

　
　

▲
②
３
を
思
ふ
よ
―
思
ふ
か
な
（
山
）
・
思
ふ
と
（
片
）
・
思
ふ
な
り
（
巫
）
・
を
思
ふ
によ

イ

（
清
）
・
を
こ
そ
お
も
へ
（
天
）

　
　

◎ 

②
３
／
４
夏
部
―
ナ
シ
（
②
葉
聚
彰
玄
渋
村
雁
行
京
）
・
夏
（
永
梨
治
刊
光
安
陽
巫
飯
小
伊
列
東
野
初
幽
古
山
所
片
島
清
康
詫
九
原

群
中
八
）

　
　

◎ 

②
３
／
４
十
五
―
ナ
シ
（
②
葉
聚
彰
玄
渋
村
雁
行
京
市
列
東
野
初
幽
古
山
所
片
志
昌
島
清
久
井
康
九
太
）
・
十
五
首
（
永
殊
陽
飯
小

内
群
）

　
　

▲ 

②
４
更
衣
―
更カ

ウ
イ衣

（
彰
）
・
更
衣　

夏
十
五
首
（
葉
玄
渋
村
雁
行
京
→
「
更
衣
」
の
右
下
に
「
夏
十
五
首
」
と
し
て
異
同
を
書
き
入

れ
る
が
、
前
歌
と
の
行
間
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
れ
ら
は
「
夏
部
」
下
に
「
十
五
」
を
「
ナ
シ
」
と
す
る
伝
本
に
含
ま
れ
な

い
が
、
意
図
的
に
含
ま
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
前
項
に
加
え
た
）

　
　

◎ 

②
６
う
す
き
に
か
ふ
る
―
い
つ
し
か
う
す
き
（
久
天
）
・
う
す
き
に
か
よ
ふ
（
②
）
・
う
す
き
に
こ
ふ
る
（
彰
）
・
う
す
き
に
か
ゆふ

る

（
島
）
・
う
す
き
に
か
ふは

イ

る
（
昌
清
）

　
　

▲ 

②
６
た
も
と
よ
―
た
も
と
は
（
諸
）
・
た
も
と
はよ

イ

（
天
）
・
た
も
と
はに

イ

（
清
→
異
本
注
記
右
に
「
よ
イ
」
）
・
た
も
と
には

イ

（
昌
→
異
本
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注
記
右
に
「
よ
イ
」
）
・
た
も
と
に
（
列
東
初
幽
久
）
・
た
も
と
にを

（
小
）
・
た
も
と
よに

イ

（
梨
治
光
島
）
・
た
も
と
を
（
市
殊
陽
巫
飯
伊

野
井
冰
）
・
た
も
と
よを

イ

（
彰
）
〔
・
た
も
と
よ
（
②
刊
康
内
太
）
・
た
本
よ

）
29
（

（
②
）
〕

　
　

▲
②
８
た
も
と
に
―
た
も
と
をに

イ

（
彰
）

　
　

△
②
８
ぬ
き
―
ぬ
・き
（
②
）

　
　

△
②
11
す
て
ゝ
―
□

（
す
）

て
ゝ
（
②
→
残
画
か
ら
「
春
（
す
）
」
と
推
定
可
）

　
　

▲
②
12
夏
―
花
（
陽
巫
飯
冰
）
・
花夏

イ

（
伊
）
・
夏花

イ

（
葉
殊
内
）

　
　

△
②
12
ゝ

（
か
）

ら
ん
―
ゝ
へ
む
（
②
諸
）

　
　

◎ 

③
２
の
さ
き
そ
ふ
―
の
か
き
そ
ふ
（
③
）
・
さ
き
そ
ふ
る
（
殊
陽
巫
飯
小
伊
列
東
野
初
幽
古
）
・
咲
そ
ふ
る
（
冰
）
・
のさ

き

そ

ふ

る

イ

さ
き
そ
ふ

（
内
）
・
の
にか

ほ

る

イ

る

ほ
ふ
ふ
（
聚
）
・
の
さ
き
そ
ふる

（
原
）

　
　

△
③
５
木
―
き
（
③
永
葉
列
野
久
康
聚
九
玄
）

　
　

▲ 

③
５
か
ほ
る
か
は
―
に
ほ
ふ
か
は
（
山
久
）
・
にか

ほ

る

ほ
ふ
か
は
（
聚
）
・
な
の
る
よか

イ

は
（
伊
）
・
か
ほ
る
よ
は
（
冰
）
・
か
ほ
る
よか

イ

は

（
原
）
・
か
ほ
る
かよ

は
（
小
）
・
か
ほ
る
か
な
（
葉
）
・
か
ほ
る
か
なは

（
永
）

　
　

▲
③
６
に
そ
―
も
（
久
）

　
　

▲
③
６
け
る
―
け
り
（
久
）

　
　

▲
③
８
さ
と
に
―
さ
と
の
（
山
）

　
　

▲ 

③
11
そ
の
―
や
と
（
市
殊
陽
巫
飯
山
）
・
宿
（
冰
）
・
やそ

の
イと

（
伊
）
・
そや

のと

（
小
）
・
そや

と
イの

（
内
原
）
・
そ
のて

イ

（
昌
）

　
　

◎
③
12
な
り
け
り
―
な
る
へ
し
（
③
）
・
なな

り

け

り

る
ら
ん
（
内
）

　
　

◎
④
２
さ
け
て
―
さ
ひ
て
（
④
）
・
さ
えけ

イ

て
（
天
）
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○ 

④
２
せ
ぬ
は
―
も
せ
ぬ
（
④
葉
梨
治
刊
光
安
市
片
内
井
聚
九
天
）
・
も
せ
すぬ

イ

（
永
）
・
せも

せ

ぬ

ぬ
は
（
昌
彰
）
・
せ
ね
は
（
殊
康
太
中
）
・

もも

せ

ぬ

イ

せ
ね
は
（
清
）

　
　

▲
④
５
い
て
し
―
いい

つ

る

イ

て
し
（
山
彰
）
・
いゐ

て
イて

し
（
太
）

　
　

○
④
５
う
つ
み
―
う
つ
（
④
）
・
つ
み
（
山
）
・
む
す
ふ
（
聚
）

　
　

△
④
８
し
て
―
ゐ
て
（
④
諸
冰
）
・
しゐ

て
（
島
）

　
　

△
④
11
ひ
む
ろ
―
ひ
○む

ろ
（
④
）

　
　

▲ 

④
11
き
け
と
―
き
け
は
（
光
山
所
康
渋
中
八
村
雁
行
京
）
・
い
へ
は
（
葉
）
・
いき

け
イけ

は
（
玄
）
・
お
も
へ
と
（
飯
）
・
お
も
へ
は
（
片

島
）
・
おき

け

イ

も
へ
は
（
太
群
）
・
おき

け

と

イ

も
へ
は
（
内
）
・
ナ
シ
（
巫
）

　
　

○
④
12
こ
ほ
り
―
こ
ほ
る
（
④
列
八
）
・
こ
ほ
り
ぬ
（
清
）

　
　

△ 

⑤
３
ふ
き
け
り
―
吹
け
る
（
⑤
冰
）
・
ふ
き
け
る
（
諸
）
・
ふ
き
く
る
（
安
野
島
聚
九
天
）
・
ふ
く
なけ

る
イり

（
清
）
・
ふ
けく

イ

け
る
（
太
）

　
　

◎
⑤
５
た
ゝ
―
ま
た
（
⑤
井
康
聚
九
彰
）
・
また

た
イた

（
天
）

　
　

▲
⑤
５
雫
―
し
け
く
（
聚
九
）

　
　

△
⑤
５
ひ
ま
な
く
―
ひ
ま
な
（
⑤
）

　
　

◎
⑤
６
岩
ま
―
い
は
ね
（
⑤
聚
九
彰
）
・
い
は
ねま

イ

（
天
）

　
　

▲
⑤
６
く
ま
せ
し
―
く
ま
せ
ん
（
井
）
・
く
ま
せ
んし

イ

（
天
）

　
　

▲
⑤
８
て
に
―
て
ふ
（
永
葉
所
志
）
・
て
ふに

（
小
）

　
　

▲
⑤
８
か
せ
も
―
か
せ
に
（
清
）
・
か
せ
のも

イ

（
聚
九
）

　
　

△
⑤
９
お
く
ろ
―
お
ほ
ろ
（
⑤
諸
冰
）
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△
⑤
11
よ
す
る
か
な
―
よ
す
る
□

（
か
な
）

□
（
⑤
→
残
画
か
ら
「
可
奈
（
か
な
）
」
と
推
定
可
）

　
　

△ 
⑤
12
に
ひ
ゐ
の
し
み
つ
―
み
ひ
ゐ
の
し
み
つ
（
⑤
諸
）
・
さに

ゐ

ゐ

ゝ
ゐ
の
し
み
つ
（
聚
→
「
さ
ゝ
ゐ
」
の
左
に
「
み
井
の
」
と
傍
書
）
・

ひ
む
ろ
の
し
み
つ
（
永
葉
玄
）
・
みみ

ゐ
イひ

ゐ
の
しみ

つ

を

イ

み
つ
（
幽
伊
）
・
に
ゐ
ゐ
の
し
み
つ
（
井
）
・
い
た
ゐ
の
し
み
つ
（
彰
太
群
渋
）
・

板
み
ゐ
イ

井
の
し
み
つ
（
内
）・
ゐ
の
し
み
つ
（
市
）・
に
ゐ
の
し
み
つ
（
梨
古
）・
にみ

ひ

ゐ

イ

は
ゐ
の
し
み
つ
（
昌
→
異
本
注
記
の
右
に
「
ひ
む
ろ
イ
」

と
傍
書
）
・
にみ

ひさ

ゐ
の
し
み
つ
（
小
）
・
に
ひひ

ま

イゐ
の
し
つみ

つく
（
山
）
・
に
は
ゐ
の
し
み
つ
（
所
志
）
・
みみ

ひ

ゐ

イ

ゐ
ゐ
の
し
み
つ
を
（
清
→
異

本
注
記
の
右
に
「
に
は
イ
」
と
傍
書
）
・
み
ゐ
の
し
み
つ
（
九
）
・
み
ゐ
の
し
み
つ
を
（
原
中
）
・
にみ

井

の

し

水

イ

い
ゐ
の
し
水
（
列
東
）
・
に
ひ

ゐ
の
し
み
つ
を
（
野
初
）
・
御イ

ニ
ナ
シ氷

井ミ
イ

の
清
水
（

を
イ

冰
）

　
　

▲ 

⑤
12
し
つ
く
は
―
し
つ
く
に
（
諸
）
・
雫
に
（
冰
）
・
し
つ
く
には

イ

（
昌
清
）
・
し
つ
く
はに

イ

（
葉
）
〔
・
は
（
治
刊
光
安
市
伊
）
〕

と
な
る
。
な
お
、
当
該
切
と
同
じ
「
永
縁
を
除
く
十
五
人
本
」
で
あ
る
穂
久
邇
文
庫
蔵
十
五
人
本
（
久
）
と
「
本
文
の
異
文
の
整
理
か
ら
」

穂
久
邇
文
庫
本
の
元
に
な
っ
た
系
統
の
十
四
人
本
と
さ
れ
る
青
谿
書
屋
本
（
底
本
）
・
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
永
享
元
年
写
本
（
永
）
・

神
宮
文
庫
蔵
伝
山
科
言
経
本
（
山
）
・
書
陵
部
蔵
葉
室
家
本
（
葉
）
と
の
異
同
が
あ
る
部
分
は
す
べ
て
抽
出
し
た
。
ま
た
、
源
顕
仲
歌
（
⑤

４
～
６
行
目
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
補
入
の
元
と
な
っ
た
本
文
を
持
つ
伝
本
の
系
統
を
知
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
異
同
を
表
記
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
系
統
判
別
上
注
意
す
べ
き
異
同
を
有
す
る
箇
所
も
、
▲
と
し
て
掲
示
し
た
。
か
な
り
煩
雑
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
異

同
状
況
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
を
見
て
行
き
た
い
。

　

◎
○
を
付
し
た
箇
所
で
、
伝
国
夏
筆
本
の
本
文
に
何
ら
か
の
形
で
一
致
す
る
（
異
本
注
記
）
も
の
を
含
め
て
、
二
箇
所
以
上
一
致
す
る

も
の
を
掲
げ
る
と
（
括
弧
内
は
不
完
全
一
致
数
→
但
し
、
②
３
／
４
「
十
五
」
の
異
同
は
「
ナ
シ
」
と
あ
る
も
の
ゝ
内
、
次
項
に
「
十
五

首
」
と
あ
る
も
の
は
不
完
全
一
致
と
し
て
扱
っ
た
）
、

　
　

 

聚
５
・
彰
５
（
１
）
・
九
４
・
井
３
・
天
３
（
２
→
本
文
一
致
・
異
本
注
記
を
付
す
）
・
葉
３
（
１
）
・
市
２
・
片
２
・
列
２
・
康
２
・
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昌
２
（
１
）
・
清
２
（
１
）
・
玄
２
（
１
）
・
渋
２
（
１
）
・
村
２
（
１
）
・
雁
２
（
１
）
・
行
２
（
１
）
・
京
２
（
１
）

と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
伝
国
夏
筆
本
の
独
自
異
文
と
な
る
と
こ
ろ
が
四
箇
所
に
及
ぶ
。

　

先
ず
書
式
的
な
と
こ
ろ
で
、
②
の
「
更
衣
」
題
の
前
に
「
夏
部
」
「
夏
」
「
十
五
」
「
十
五
首
」
と
い
っ
た
記
載
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い

（
「
更
衣
」
題
の
異
同
と
し
て
そ
の
下
に
「
十
五
首
」
と
あ
る
も
の
は
除
外
）
の
は
、
と
も
に
十
六
人
本
中
の
「
増
補
造
成
本
系
」
に
属
す

る
書
陵
部
蔵
類
聚
百
首
和
歌
本
（
聚
）
と
彰
考
館
蔵
本
（
彰
→
研
究
篇
で
は
「
群
書
類
従
本
系
」
に
含
め
ら
れ
る
）
の
み
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
二
本
は
異
同
の
一
致
数
で
も
最
上
位
に
位
置
す
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
書
陵
部
蔵
井
本
文
庫
本
（
井
）
・
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
九

条
家
本
（
九
）
で
、
本
文
の
一
致
だ
け
を
見
れ
ば
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
天
文
二
十
二
年
書
写
本
（
天
）
も
含
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
十
六
人
本
で
あ
り
、
井
本
本
・
九
条
家
本
は
増
補
造
成
本
系
、
天
文
本
は
群
書
類
従
本
系
に
属
す
る
（
穂
久
邇
文
庫
本

は｢

十
四
人
本
へ
源
顕
仲
歌
を
書
き
加
え
た
根
跡
を
留
め
、
類
従
本
系
十
六
人
本
へ
影
響
を
あ
た
え
て
ゆ
く
過
程
の
伝
本｣

と
さ
れ
る
）
。

　

次
に
⑤
５
～
６
源
顕
仲
歌
に
注
目
す
る
と
、
類
聚
百
首
本
・
九
条
家
本
・
彰
考
館
本
と
の
一
致
が
目
立
つ
が
、
殆
ど
同
じ
本
文
を
有
す

る
の
は
彰
考
館
本
で
あ
り
、
異
本
注
記
を
除
い
た
天
文
本
も
同
様
で
あ
る
。
両
本
と
も
増
補
造
成
本
に
近
い
伝
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
系

統
に
源
顕
仲
歌
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
用
い
ら
れ
た
本
文
は
同
系
統
の
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
国
夏
筆
本
の
元
と
な
っ
た
本
文
は
、
増
補
造
成
本
の
元
と
な
っ
た
十
四
人
本
の
そ
れ
と
近
し
い
関
係
に
あ

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
△
▲
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
本
文
は
伝
国
夏
筆
本
と
は
一
致
し
な
い
部
分
を
数
多
く
持
っ
て
い
る

こ
と
も
わ
か
る
。
増
補
造
成
本
系
は
「
穂
久
邇
文
庫
十
五
人
本
と
異
伝
歌
を
共
有
す
る
等
関
係
の
深
い
類
の
本
文
」
を
持
つ
伝
本
と
さ
れ

る
が
、
伝
国
夏
筆
本
と
の
異
同
と
い
う
点
で
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
は
殆
ど
重
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
永
享
本
・
山
科
本
も
同
様
で
あ
り
、

葉
室
家
本
だ
け
が
や
ゝ
一
致
す
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
伝
国
夏
筆
本
は
、
現
存
す
る
唯
一
の
「
永
縁
を
除
く

十
五
人
本
」
で
あ
る
穂
久
邇
文
庫
本
と
は
別
系
統
の
本
文
を
有
す
る
「
永
縁
を
除
く
十
五
人
本
」
と
し
て
位
置
付
け
る
ほ
か
な
さ
そ
う
で
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あ
る
が
、
同
本
と
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
増
補
造
成
本
中
の
諸
本
と
も
多
く
の
異
同
を
共
有
す
る
と
い
う
点
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
諸

本
の
元
と
な
っ
た
十
四
人
本
（
乃
至
は
源
顕
仲
歌
を
有
す
る
十
五
人
本
）
が
穂
久
邇
文
庫
本
の
元
と
な
っ
た
十
四
人
本
（
或
い
は
既
に

十
五
人
本
と
な
っ
て
い
た
伝
本
）
と
接
点
を
持
つ
以
前
に
影
響
関
係
に
あ
っ
た
伝
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
か
。
独
自
異
文
や
脱
字
・

補
入
な
ど
が
目
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
も
、
本
文
と
し
て
は
良
質
と
は
言
え
な
い
一
面
も
見
受
け
ら
れ
る

）
30
（

。
し
か
し
、
そ
の
書
写
年
代
は
穂
久

邇
文
庫
本
に
先
行
（
最
古
写
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
蔵
三
条
家
本
と
ほ
ゞ
同
時
期
で
あ
ろ
う
）
し
、
永
縁
を
除
く
十
五
人
本
と
し
て
は
最
古

の
伝
本
の
断
簡
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
系
統
中
に
こ
れ
と
は
系
統
を
異
に
す
る
一
本
が
存
し
た
こ
と
の
左
証
で
も
あ
り
、『
堀
河
百
首
』

の
中
世
に
お
け
る
伝
来
の
複
雑
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
実

　
　

あ
る
か
う
へ
に
は
な
の
か
き
そ
ふ
た
ち
は
な
は

　
　

さ
月
の
た
ま
に
ぬ
か
む
た
め
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
頼

　
　

た
ち
は
な
の
き
の
ま
ろ
と
の
に
か
ほ
る
か
は

　
　

と
は
ぬ
に
な
の
る
物
に
そ
あ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
時

　

・
（
墨
点
）ふ

く
か
せ
の
な
つ
か
し
き
か
な
此
さ
と
に

　
　

は
な
た
ち
は
な
の
に
ほ
ふ
な
る
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
仲
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わ
か
そ
の
ゝ
は
な
た
ち
は
な
の
い
ろ
み
れ
は

　
　

こ
か
ね
の
す
ゝ
を
な
ら
す
な
る
へ
し

〈
注
〉

（
1
） 

書
誌
の
記
述
方
針
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
冰
靑
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編
―
―
私
撰
集
（
一
）
―
―
」
（
女
子
大
國
文
第
百
六
十
九
号
、
令
和

三2021

年
九
月
）
及
び
「
冰
靑
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編
―
―
歌
合
（
一
）
―
―
」
（
女
子
大
國
文
第
百
七
十
号
、
令
和
四2022

年
一
月
）
参
照
。

（
2
） 

本
軸
の
寸
法
は
、
総
丈
一
三
〇
・
五
×
三
九
・
〇
。
風
帯
（
右
三
九
・
五
×
一
・
九
、
左
二
六
・
〇
×
一
・
九
）
、
一
文
字
（
上
三
・
三
×
二
七
・
二
、

下
一
・
八
×
二
七
・
〇
）
、
中
廻
し
（
七
七
・
二
、
柱
六
・
〇
、
上
一
二
・
五
、
下
六
・
六
）
、
上
下
（
上
三
四
・
七
、
下
一
八
・
六
）
。
台
紙

（
五
三
・
〇
×
二
七
・
二
〔
下
辺
二
七
・
〇
〕
、
右
五
・
九
、
左
五
・
八
、
上
二
四
・
七
、
下
一
二
・
七
）
、
軸
（
※
軸
先
欠
、
径
二
・
五
）
。
既
述
の

よ
う
に
啄
木
は
な
く
、
軸
本
体
も
特
に
左
辺
に
破
損
（
鼠
害
か
）
が
あ
り
、
寸
法
は
残
存
す
る
最
長
部
分
を
基
準
に
測
定
し
た
。

（
3
） 

和
歌
の
歌
番
号
及
び
歌
本
文
の
引
用
等
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
4
） 

伊
井
春
樹
・
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
古
筆
切
集
浄
照
坊
蔵
』
（
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
資
料
研
究
叢
書
１
、
和
泉
書
院
、
昭
和

六
十
三1988

年
六
月
）
。

（
5
） 『
も
く
ろ
く　

當
市
靑
山
嵩
山
堂
氏
及
某
家
所
藏
品
入
札
』
（
昭
和
四
年
三
月
二
十
・
二
十
一
日
下
見
、
同
二
十
二
日
入
札
當
日
、
大
阪
美
術
倶
樂
部
）

三
七
「
頼
政　

歌
切
」
（
大
和
装
・
一
文
字
風
帯
、
台
紙
貼
り
）
。
『
も
く
ろ
く
』
に
は
「
極
數
々
」
と
あ
り
、
複
数
の
極
め
が
付
属
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
寸
法
も
不
記
載
。
杉
谷
寿
郎
『
平
安
私
家
集
研
究
』
（
新
典
社
研
究
叢
書

117
、
新
典
社
、
平
成
十1998

年
十
月
）
第
二
章

「
諸
歌
集
研
究
」
第
四
節
「
堀
河
百
首
の
古
筆
切
」
に
翻
刻
が
あ
る
が
、
右
に
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
や
画
像
処
理
ソ
フ
ト
を
用
い
て
読
み
得
た
限
り
を
翻

刻
し
て
お
く
（
参
考
図
版
参
照
）
。
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澤
邉
の
草
や
わ
か
は
さな

る
イす
覧

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
季

 

　
　

と
り
つ
な
く
人
や
な
か
ら
む
春
の
野
に

 

　
　

い
は
ゆ
る
駒
の
あ
し
け
な
る
か
な

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
実

 

　
　

を
か
さ
原
す
く
ろ
に
や
く
る
下
草
は

 

　
　

な
つ
ま
す
あ
る
ゝ
□

（
つ
）

る
ふ
ち
の
こ
ま

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
頼

 

　
　

と
り
つ
な
け
た
ま
た
よ
こ
の
ゝ
は
な
れ
こ
ま

 

　
　

つ
ゝ
し
の
け
た
に
あ
せ
み
花
さ
く

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
時

 

　
　

あ
つ
さ
弓
は
る
の
さ
は
邉
の
は
な
れ
こ
ま

 

　
　

や
か
て
あ
れ
の
に
ま
さ
る
こ
ろ
か
な

 

　

杉
谷
氏
が
「
裏
映
り
」
と
し
た
の
は
、
漢
字
・
片
仮
名
の
行
間
書
入
（
お
そ
ら
く
朱
筆
）
部
分
で
、
一
八
〇
「
さ
す
」
の
右
側
は
墨
筆
に
よ
る
異

本
注
記
と
判
断
さ
れ
る
。
一
八
一
・
一
八
二
・
一
八
三
に
見
え
る
行
間
書
入
は
判
読
困
難
で
あ
り
、
読
み
得
る
部
分
も
あ
る
が
、
敢
え
て
掲
げ
な
か
っ

た
。
な
お
、
青
山
嵩
山
堂
は
大
阪
心
斎
橋
博
労
町
に
本
店
を
持
つ
書
肆
で
、
東
京
日
本
橋
に
も
支
店
を
出
し
、
主
と
し
て
中
国
も
の
ゝ
輸
入
販
売
や

出
版
な
ど
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
反
町
茂
雄
編
『
紙
魚
の
昔
が
た
り　

明
治
大
正
篇
』
〔
八
木
書
店
、
平
成
二
年
一
月
〕
参
照
）
。

（
6
） 

古
谷
稔
監
修
『
古
筆
手
鑑
披
香
殿
下
』
（
淡
交
社
、
平
成
十
一1999

年
三
月
）

280
「
伝
源
頼
政
筆
堀
河
百
首
断
簡
」
（
島
谷
弘
幸
解
説
）
。

（
7
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
二
巻
「
歌
合
二　

定
数
歌　

色
紙
」
（
講
談
社
、
平
成
四1992

年
六
月
）
。

（
8
） 

田
中
登
編
著
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
九2017

年
五
月
）
。
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（
9
） 

橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究
本
文
研
究
篇
』
（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
一1976

年
三
月
）
研
究
篇
・
第
三
章

「
伝
本
と
そ
の
系
統
」
Ⅵ
「
古
筆
切
」
。
そ
の
本
文
の
系
統
は
源
顕
仲
歌
を
持
た
な
い
十
五
人
本
系
統
の
穂
久
邇
文
庫
本
に
近
し
く
、
同
本
の
「
一
時

代
前
の
本
文
の
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
、
即
ち
、
穂
久
邇
文
庫
本
の
前
身
と
し
て
の
十
四
人
本
の
系
統
に
立
つ
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
『
堀
河
百
首
』
の
各
伝
本
に
関
す
る
記
述
の
引
用
は
、
す
べ
て
同
書
に
依
る
。

（
10
） 

前
掲
注
（
9
）
本
文
篇
。
な
お
、
そ
の
後
紹
介
さ
れ
た
十
四
人
本
の
最
善
本
と
目
さ
れ
る
飛
鳥
井
雅
親
筆
「
堀
河
院
百
首
和
歌
」
に
つ
い
て
は
、
掲

出
さ
れ
た
主
た
る
異
同
部
分
に
①
～
⑥
は
ま
っ
た
く
抵
触
し
な
い
（
橋
本
不
美
男
『
王
朝
和
歌
資
料
と
論
考
』
〔
笠
間
叢
書

253
、
笠
間
書
院
、
平
成

四1992

年
八
月
〕
第
Ⅲ
部
第
二
章
「
飛
鳥
井
雅
親
筆
「
堀
河
院
百
首
和
歌
」
に
つ
い
て

―
永
青
文
庫
蔵
新
資
料
の
紹
介

―
」
参
照
）
。
同
様
に
、

本
稿
「
２
、
伝
津
守
国
夏
筆
四
半
切
（
堀
河
百
首
〔
十
五
人
本
〕
）
」
で
扱
っ
て
い
る
①
～
⑤
の
各
切
に
つ
い
て
も
、
雅
親
筆
本
の
掲
出
さ
れ
た
主
た

る
異
同
部
分
と
は
ま
っ
た
く
抵
触
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
細
か
な
異
同
状
況
に
つ
い
て
は
別
途
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
11
） 

架
蔵
本
は
、
表
紙
は
斐
紙
系
の
無
地
茶
渋
色
紙
。
外
題
「
堀
川
院
百
首
和
歌
」
（
六
朝
風
書
体
に
て
左
上
打
付
書
）
、
内
題
「
堀
川
院
百
首
和
歌
」
。
内

題
下
に
「
蘭
谷
（
朱
印
）
」
「
牛
山
書
堂
祕
筐
（
朱
印
）
」
の
蔵
書
印
（
六
九
丁
ウ
ラ
・
七
〇
丁
オ
モ
テ
に
も
「
牛
山
書
堂
祕
筐
（
朱
印
）
」
の
押
印
）
。

江
戸
の
書
家
、
箕
田
牛
山
（
生
年
未
詳
、
文
化
九1812

年
十
二
月
十
九
日
没
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
か
。
楮
紙
、
二
三
・
六
×
一
七
・
〇
㎝
の
四
半
形

袋
綴
装
一
冊
で
、
周
縁
部
に
や
ゝ
虫
損
が
見
ら
れ
る
。
和
歌
一
行
書
一
面
十
二
行
。
遊
紙
、
前
一
丁
・
後
一
丁
（
後
一
丁
は
本
文
共
紙
の
見
返
し
が

剥
離
し
た
も
の
）
、
墨
付
七
〇
丁
の
全
七
二
丁
。
本
文
と
同
筆
の
朱
書
入
有
り
。
七
〇
丁
オ
モ
テ
に
、

 

　
　

此
本
　
云

堀
河
兩
度
百
首
者
申
出

 

　
　

前
関
白
殿
下
信
尹
公
御
本
書
写
之
即
遂

 

　
　

校
合
畢
外
題　

信
尹
公
御
筆
跡
也

 

　
　
　

慶
長
十
六
年
林
鐘
下
旬

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
橋

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
仲
判
〔
牛
山
書
堂
祕
筐
（
朱
印
）
〕
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と
あ
り
、
七
一
丁
オ
モ
テ
に
、

 
　
　

寶
暦
六
年
中
春
写
之

 
と
記
す
。
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
家
本
と
同
様
の
本
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
、
中
身
も
同
じ
く
十
四
人
本
の
題
末
付
注
本
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
伊
達
家
本
が
江
戸
末
期
の
書
写
に
か
ゝ
る
も
の
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
架
蔵
本
は
宝
暦
六1756

年
二
月
の
書
写
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
同
じ
く

陽
明
文
庫
蔵
有
注
本
を
慶
長
十
六1611

年
六
月
に
里
村
玄
仲
が
書
写
し
た
本
の
転
写
本
で
は
あ
る
が
、
架
蔵
本
は
伊
達
家
本
に
先
行
す
る
。
ま
た
、

伊
達
家
本
奥
書
に
「
堀
河
初
度
」
と
記
す
る
と
こ
ろ
は
、
架
蔵
本
で
は
「
堀
河
兩
度
」
と
あ
る
。
親
本
で
あ
る
陽
明
文
庫
本
は
、
既
に
手
元
に
あ
っ

た
『
堀
川
初
度
百
首
』
と
『
堀
河
百
首
古
注
』
・
『
堀
河
両
度
百
首
抄
出
』
に
加
え
て
、
三
藐
院
（
近
衛
信
尹
）
自
ら
が
『
堀
川
後
度
百
首
』
を
書
写

し
、
前
記
の
『
堀
河
初
度
百
首
』
と
古
注
を
改
装
し
外
題
を
付
し
て
、
合
わ
せ
て
三
冊
組
合
せ
本
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
注
（
9
）

研
究
篇
・
第
三
章
「
伝
本
と
そ
の
系
統
」
Ⅱ
「
十
四
人
本
」
ロ
「
題
末
付
注
本
」
参
照
）
、
玄
仲
が
借
り
出
し
て
書
写
し
た
の
は
、
こ
の
三
冊
本
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
架
蔵
本
の
「
兩
度
」
な
る
記
載
は
、
そ
の
間
の
事
実
を
反
映
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
、
当
該

本
を
校
合
本
に
加
え
る
所
以
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
別
途
機
会
を
得
て
紹
介
し
た
い
。

（
12
） 

本
来
は
、
当
該
切
と
底
本
の
異
同
を
含
め
た
す
べ
て
の
異
同
を
表
記
し
、
当
該
切
と
校
本
に
使
用
さ
れ
た
す
べ
て
の
伝
本
の
異
同
を
一
覧
す
べ
き
で

あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
当
該
切
と
底
本
に
異
同
が
存
す
る
も
の
に
限
定
し
た
。
但
し
、
当
該
切
と
有
意
の
異
同
が
一
致
す
る
伝
本
に
つ
い
て
は
、

他
の
異
同
が
当
該
切
に
一
致
し
な
い
も
の
を
含
む
か
ど
う
か
に
留
意
し
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
▲
を
付
し
て
提
示
し
た
。

（
13
） 

書
入
本
及
び
そ
の
他
の
古
注
類
の
引
用
は
、
橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究
古
注
索
引
篇
』
（
笠
間
書
院
、
昭

和
五
十
二1977

年
四
月
）
に
拠
る
。

（
14
） 『
散
木
奇
歌
集
』
の
古
注
に
関
し
て
は
、
関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集　

集
注
篇　

上
巻
』
（
風
間
書
房
、
平
成
四1992

年
九
月
）
参
照
。

（
15
） 

解
釈
と
い
う
点
で
は
、
『
堀
川
百
首
肝
要
抄
』
の
引
用
部
分
に
続
い
て
、

 

　

 

丸
お
も
へ
ら
く
む
ろ
の
を
し
ね
と
よ
め
る
所
作
者
粉
骨
也
其
ゆ
へ
は
わ
せ
の
た
ね
を
ひ
た
す
む
ろ
へ
去
年
取
ち
か
へ
て
を
し
ね
を
ま
き
し
ゆ
へ
当

年
あ
や
ま
ら
し
と
云
事
を
い
は
ん
と
て
思
ひ
出
て
と
は
よ
め
る
也
さ
に
て
こ
そ
面
白
け
れ
秋
か
り
し
む
ろ
の
わ
さ
た
を
思
ひ
出
て
と
よ
め
は
有
こ



冰
青
居
蔵
品
図
録
（
古
筆
切
編
）
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と
に
て
何
の
詮
有
へ
か
ら
す
惣
別
う
た
に
は
所
詮
と
云
な
ら
ひ
あ
り
て
詮
な
き
事
を
は
よ
ま
ぬ
物
也
上
手
下
手
の
か
は
り
め
此
時
に
あ
ら
は
る
是

一
大
事
の
よ
み
か
た
な
れ
と
も
こ
ゝ
に
註
す
此
説
あ
た
に
思
ひ
て
見
給
は
ゝ
不
知
恩
の
人
に
て
此
道
冥
加
あ
る
へ
か
ら
す
（
以
下
略
）

 
と
念
を
入
れ
て
述
べ
る
幽
斎
の
言
説
の
方
が
、
和
歌
一
首
の
結
構
を
重
視
し
て
俊
頼
の
意
図
を
忠
実
に
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
。

（
16
） 

和
歌
と
し
て
は
、
「
秋
か
り
し
む
ろ
の
を
し
ね
」
を
単
に
用
意
し
た
「
早
苗
」
が
す
べ
て
「
遅
稲
」
で
あ
っ
た
ゝ
め
、
本
来
は
夏
の
終
わ
り
に
刈
り
入

れ
を
済
ま
せ
ら
れ
た
の
に
、
秋
に
苅
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
17
） 

架
蔵
の
藤
井
隆
氏
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
切
（
伝
飛
鳥
井
栄
雅
女
一
位
局
筆
四
半
切
〔
源
氏
物
語
・
末
摘
花
〕
、
分
家
三
代
了
仲
極
札
）
に
は
、
切
裏
に

「
藤
井
文
庫
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
藤
井
氏
の
も
の
と
見
ら
れ
る
書
入
（
「
末
摘
花
巻
末
」
）
も
認
め
ら
れ
る
。

（
18
） 

杉
谷
寿
郎
『
平
安
私
家
集
研
究
』
（
前
掲
注
（
5
）
）
に
は
、
小
島
孝
之
氏
の
言
と
し
て
、
「
一
見
漉
き
返
し
紙
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
薄
い
灰
緑
色
の
地

色
」
の
楮
紙
と
あ
る
。

（
19
） 

和
歌
文
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
今
季
の
画
像
」
／
「
過
去
の
画
像
」
に
掲
載
の
画
像
及
び
「
書
誌
・
解
説
」
に
依
る
（h

ttp://w
akabu

n
.jp/

im
ages_past.h

tm
l

）
。

（
20
） 

久
保
田
淳
監
修
『
三
井
文
庫
蔵　

古
筆
手
鑑　

筆
林
』
（
貴
重
本
刊
行
会
、
平
成
七1995

年
六
月
）
。

（
21
） 

田
中
登
編
（
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
八2006

年
一
月
）
。

（
22
） 

田
中
登
編
著
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
七2015

年
二
月
）
。

（
23
） 

前
掲
注
（
20
）
「
解
説
」
（
酒
井
美
穂
原
稿
執
筆
）
に
依
る
。

（
24
） 

伊
井
春
樹
・
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
新
版
古
筆
名
葉
集
』
（
古
代
中
世
文
学
資
料
研
究
叢
書
２
、
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
三1988

年
十

月
）
所
収
の
翻
刻
に
依
る
。

（
25
） 

武
田
則
夫
「
翻
刻
『
古
筆
切
名
物
』
」
（
『M

U
S

E
U

M

』N
o.236

、
昭
和
四
十
五1970

年
十
一
月
号
「
特
集
・
古
筆
手
鑑
」
）
に
依
る
。

（
26
） 「
住
吉
社
神
主

一
族
系
圖
〔
津
守
〕
」
（
塙
保
己
一
・
補
太
田
藤
史
郎
編
纂
『
群
書
系
図
部
集
』
第
七
・
巻
第
百
八
十
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭

和
六
十1985

年
四
月
〔
普
及
版
〕
）
参
照
。
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（
27
） 

例
え
ば
、
架
蔵
の
切
の
中
で
も
、
伝
津
守
国
冬
筆
四
半
切
（
了
意
極
札
〔
文
化
八1811

年
七
月
〕
、
斐
紙
、
二
三
・
四
×
一
〇
・
三
㎝
、
新
古
今
集
・

雑
中
・
一
六
三
〇
詞
書
途
中
～
一
六
三
一
）
は
、
『
古
筆
学
大
成
』
第
十
巻
「
新
古
今
和
歌
集　

一
」
（
講
談
社
、1991

年
五
月
）
図
版

371
「
伝
津
守

国
夏
筆
新
古
今
和
歌
集
切
」
（
七
代
神
田
道
伴
極
札
）
の
ツ
レ
で
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
国
冬
真
筆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
伝
津
守
国

冬
筆
四
半
切
（
初
代
朝
倉
茂
入
極
札
、
斐
紙
、
二
四
・
五
×
一
五
・
七
㎝
、
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
七
五
～
一
二
七
七
）
は
、
図
版

369
「
伝
津
守
国

祐
筆
新
古
今
和
歌
集
切
」
（
分
家
二
代
了
任
極
札
）
の
ツ
レ
で
あ
り
、
伝
津
守
国
祐
筆
四
半
切
（
分
家
二
代
了
任
極
札
、
斐
紙
、
二
三
・
四
×

一
五
・
二
㎝
、
新
古
今
・
恋
四
・
一
三
〇
四
～
一
三
〇
六
上
句
）
も
同
じ
く
ツ
レ
で
あ
る
な
ど
、
鑑
定
者
に
よ
っ
て
津
守
家
内
部
の
比
定
に
多
少
の
ブ

レ
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
と
は
別
筆
で
伝
称
筆
者
を
「
津
守
經
國
」
と
す
る
四
半
の
新
古
今
集
切
も
存
在
す
る
（
初
代
朝
倉
茂

入
極
札
、
楮
紙
、
二
一
・
七
×
一
四
・
五
㎝
、
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
一
四
下
句
～
一
二
一
六
作
者
／
一
二
一
八
歌
～
一
二
一
九
）
。

（
28
） 

前
掲
注
（
9
）
研
究
篇
・
第
三
章
「
伝
本
と
そ
の
系
統
」
Ⅳ
「
永
縁
を
除
く
十
五
人
本
」
に
は
、
「
欠
歌
も
『
泉
』
源
顕
仲
歌
の
五
三
八
番
歌
は
一
首

分
の
余
白
を
残
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
欠
歌
混
乱
は
、
十
四
人
本
に
源
顕
仲
歌
を
書
き
加
え
る
際
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
」
と
あ

る
が
、
五
三
八
番
歌
は
藤
原
顕
仲
歌
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
五
三
四
番
源
顕
仲
歌
の
誤
り
で
あ
れ
ば
④
が
該
当
す
る
箇
所
を
持
つ
こ
と
に
な
る
（
歌

番
号
の
引
用
が
二
箇
所
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
「
源
」
と
「
藤
原
」
の
取
り
違
え
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）
。

（
29
） 

前
掲
注
（
23
）
は
同
箇
所
を
「
た
本
に
」
と
翻
刻
す
る
が
、
同
切
の
他
の
箇
所
も
参
考
に
し
て
「
た
本
よ
」
と
読
ん
で
お
く
（
十
一
行
目
「
尓
（
に
）
」

よ
り
は
三
・
五
・
六
行
目
「
与
（
よ
）
」
と
同
形
と
判
断
）
。

（
30
） 

伝
国
夏
筆
本
に
認
め
ら
れ
る
独
自
異
文
は
、
明
ら
か
な
脱
字
等
を
除
き
、

 

　

② 

６
三
二
一
第
四
句
「
う
す
き
に
か
よ
ふ
」
→
「
更
衣
」
の
題
意
に
適
わ
な
い
が
、
初
句
「
け
ふ
よ
り
は
」
で
既
に
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
第
五
句
「
は
な
の
た
も
と
よ
」
と
呼
応
し
て
却
っ
て
艶
で
匂
い
や
か
な
表
現
と
な
る
。

 

　

③ 

２
四
五
五
第
二
句
「
は
な
の
か
き
そ
ふ
」
→
「
花
の
香
競
ふ
」
で
は
、
下
句
「
た
ま
に
ぬ
か
ん
た
め
」
と
の
呼
応
と
い
う
点
で
は
や
ゝ
不
適
か

も
し
れ
な
い
が
、
橘
の
実
と
花
が
香
を
競
う
と
い
う
表
現
は
華
や
か
で
魅
力
が
あ
る
。

 

　

③ 

12
四
五
七
第
五
句
「
な
ら
す
な
る
へ
し
」
→
前
歌
第
五
句
「
に
ほ
ふ
な
る
へ
し
」
に
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
説
で
あ
る
「
枝
繋
金
鈴
春
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雨
後
／
花
薫
紫
麝
凱
風
程
」
（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
橘
花
・
後
中
書
王
〔
具
平
親
王
〕
・
一
七
二
）
の
漢
詩
に
寄
せ
れ
ば
充
分
に
理
解
で
き
る
表

現
で
あ
る
。
煙
る
よ
う
に
降
る
雨
の
後
に
く
っ
き
り
と
色
を
現
す
橘
の
実
を
、
「
鳴
ら
す
＝
成
ら
す
」
と
表
現
す
る
背
景
に
は
、
花
の
薫
り
に
気

づ
か
せ
た
「
凱
風
」
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
は
「
べ
し
（
～
に
違
い
な
い
）
」
と
い
う
漢
語
的
な
や
ゝ
強
い
語
感
が
相
応
し
く
も
思
わ

れ
る
。

 

　

④ 

２
五
二
三
初
句
「
つ
ち
さ
ひ
て
」
→
「
土
割
ひ

（
い
）

て
」
（
「
き
」
→
「
い
」
の
音
便
化
を
「
ひ
」
と
表
記
。
大
地
を
引
き
割
い
て
）
は
意
志
的
な
表

現
に
過
ぎ
よ
う
が
、
本
歌
「
六ミ

ナ
ツ
キ
ノ

月
之　

地ツ
チ
サ
ヘ
サ
ケ
テ

副
割
而　

照テ

ル

ヒ

ニ

モ

日
尓
毛　

吾ワ

ガ

ソ

デ

ヒ

メ

ヤ

袖
将
乾
哉　

於キ

ミ

ニ

ア

ハ

ズ

シ

テ

君
不
相
四
手
」
（
万
葉
集
・
巻
第
十
・
夏
相
聞
・
寄
日
・
作

者
不
詳
・
一
九
九
九
）
は
「
割
き
て
」
と
訓
じ
た
く
な
る
よ
う
な
強
い
恋
情
の
譬
喩
を
感
じ
さ
せ
、
こ
れ
に
通
う
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

 

と
い
う
風
に
、
単
純
に
誤
写
と
す
る
に
は
惜
し
い
表
現
を
含
ん
で
い
る
。

【
前
号
補
訂
】

　

前
稿
「
冰
青
居
蔵
品
図
録
（
古
筆
切
編
）

―
歌
合
（
一
）

―
」
の
「
１
、
伝
宗
尊
親
王
筆
十
巻
本
歌
合
切
（
長
保
五
年
五
月
十
五

日
左
大
臣
道
長
家
歌
合
）
」
に
お
い
て
ツ
レ
と
し
て
掲
げ
た
「
某
家
旧
蔵
手
鑑
『
浜
千
鳥
』
（
F
34
）
」
所
載
の
一
葉
は
、
現
在
、
青
鳥

居
清
賞
松
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
成
田
山
書
道
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
表
21
と
し
て
貼
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
一
葉
は
同
じ
く
十
巻
本
歌
合
の
永
延
二988
年
（
二
十
巻
本
歌
合
目
録
に
は
寛
和
二986

年
と
す
る
）
七
月
七
日
に
行

わ
れ
た
東
三
条
院
藤
原
詮
子
主
催
の
「
皇
太
后
宮
歌
合
」
九
番
（
作
者
・
歌
本
文
）
を
先
に
し
て
呼
び
継
ぎ
さ
れ
た
も
の
（
二
八
・
一

×
一
二
・
〇
㎝
、
極
札
等
不
明
）
と
知
ら
れ
る
（
成
田
山
書
道
美
術
館
編
集
〔
総
編
集
・
高
橋
利
郎
〕
『
青
鳥
居
清
賞
―
松
崎
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
古
筆
と
古
写
経
』
古
筆
篇
・
古
写
経
篇
・
解
説
篇
〔
成
田
山
書
道
美
術
館
、
平
成
三
十2018

年
一
月
〕
参
照
）
。
呼
び
継
ぎ
さ
れ
た

切
は
、
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
一
巻
に
「
八
九　

寛
和
二
年
七
月
七
日
皇
后
宮
詮
子
瞿
麦
合
」
（
図
版
30
）
と
し
て
収
載
。
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【
付
記
】

　
「
冰
青
居
藏
品
図
録
（
古
筆
切
編
）
」
の
記
述
方
針
は
、
本
学
に
お
け
る
特
殊
講
義
「
中
世
古
筆
切
研
究
」
の
講
義
内
容
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
。

 

（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
）
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図
版
①　

伝
源
三
位
頼
政
筆
六
半
切
（
堀
河
百
首
）
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図
版
②　

伝
津
守
国
夏
筆
四
半
切
（
堀
河
百
首
）
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参
考
図
版　

當
市
青
山
嵩
山
堂
及
某
家
所
蔵
入
札
も
く
ろ
く
・
三
七
頼
政
歌
切
（
本
紙
部
分
）

図
版
②　

裏
面
（
部
分
）


